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近
年
、
少
子
化
や
経
済
情
勢
等
の
影
響
を

受
け
、私
立
学
校
の
経
営
を
め
ぐ
る
環
境
は
、

一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
状
況
下
に
お
い
て
は
、
学
校
法
人
に
と
っ

て
、
安
定
的
な
財
政
基
盤
の
確
保
や
教
育
研

究
の
質
の
向
上
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
財
政
運
営
と
教
学
が
一
体
と
な
っ
て
改

革
に
取
り
組
む
こ
と
が
何
よ
り
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

私
学
事
業
団
で
は
、
私
学
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
経
営
改
革
に
取
り
組
む
た
め
の
基
礎
で

あ
る
財
務
知
識
を
深
め
、
大
学
の
魅
力
向
上

の
た
め
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
教
育
研
究
の

質
の
向
上
等
に
つ
い
て
問
題
点
を
認
識
し
改

革
の
ヒ
ン
ト
を
得
て
い
た
だ
く
た
め
、
第
一

回
私
学
リ
ー
ダ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る

こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
の
趣
旨
、
実
施
時
期
等
は

次
の
と
お
り
で
す
。

※
な
お
、
本
年
度
の
申
し
込
み
は
、
す
で
に

六
月
で
締
め
切
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
、
来
年
度
以
降
も
引
き
続
き
開
催
を
検
討

し
て
お
り
ま
す
。

趣　
　
　

旨

一　

理
事
長
や
学
長
等
リ
ー
ダ
ー
が
経
営

面
・
教
学
面
の
知
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
超
え
、
協
働
し
て
経

営
改
革
に
取
り
組
む
べ
く
、
経
営
情
報
や

問
題
意
識
の
共
有
化
を
図
る
。

二　

大
学
の
魅
力
向
上
の
た
め
の
重
要
課
題

で
あ
る
教
育
の
質
の
向
上
に
向
け
た
教
学

改
革
等
の
方
策
に
つ
い
て
、
本
音
で
具

体
的
に
意
見
交
換
が
で
き
る
場
を
設
け
、

リ
ー
ダ
ー
の
教
学
改
革
等
に
向
け
た
意
欲

形
成
を
図
る
。

三　

経
営
改
革
の
推
進
や
地
域
の
活
性
化
に

貢
献
で
き
る
よ
う
、
学
校
法
人
の
相
互
連

携
や
学
校
法
人
と
地
域
と
の
連
携
な
ど
を

進
め
る
方
策
等
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

る
。

四　

経
営
改
革
に
関
す
る
具
体
的
・
専
門
的

な
相
談
に
応
じ
る
た
め
、
法
務
、
会
計
、

労
務
等
の
専
門
家
で
あ
る
私
学
経
営
相
談

員
等
に
よ
る
個
別
相
談
会
を
実
施
す
る
。

実
施
時
期
等

①
札
幌
会
場（
札
幌
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
）

九
月
二
十
一
日（
火
）・
二
十
二
日（
水
）

②
仙
台
会
場（
仙
台
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
）

九
月
三
十
日（
木
）・
十
月
一
日（
金
）

③
東
京
会
場（
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
）

十
一
月
一
日（
月
）・
二
日（
火
）

④
名
古
屋
会
場（
名
古
屋
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
）

十
一
月
十
日（
水
）・
十
一
日（
木
）

⑤
大
阪
会
場（
大
阪
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
）

十
一
月
二
十
九
日（
月
）・
三
十
日（
火
）

⑥
広
島
会
場（
広
島
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
）

十
月
十
二
日（
火
）・
十
三
日（
水
）

⑦
福
岡
会
場（
福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
）

十
月
二
十
五
日（
月
）・
二
十
六
日（
火
）

第
一
回私

学
リ
ー
ダ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

プログラム
○○１日目（テーマ：一日で財務の見方を習得し、自法人の状況を把握する）

時　間 研 修 内 容 等
10：30～12：00 講演「学校法人会計基準の基礎知識」

１．消費収支計算書、資金収支計算書から収入と支出の構成
２．貸借対照表から資産と負債のバランス

13：00～14：30 講演「財務分析と財務評価手法」
１．財務三表を用いた財務分析手法
２．財務分析結果の評価手法

14：30～17：00 個別法人分析会（各学校法人約75分）
学校法人ごとにブースに別れ、財務状況等の分析と相談を私学経営情報
センター職員とともに実施

17：00～18：30 意見交換会
他の学校法人や講師等との親睦を深める

○○２日目（テーマ：教学改革など大学の魅力向上に向けたマインド形成）
時　間 研 修 内 容 等

10：00～10：30 講演①①「私学に求められるもの」
中央教育審議会等での議論をはじめとして、今、私学に求められている
課題についての講演

10：30～12：00 講演②②「大学の魅力向上に向けて」
大学の魅力向上に向けたマインド形成のため、教学改革など事例等につ
いての講演

・大学の魅力向上を目指して
（初年次教育、カリキュラム改革、ＦＤ等の教学改革や研究活動、進路
指導、就職支援の充実など）

・教学改革の具体的な方策
（カリキュラム改革等の事例紹介）
・大学の地域連携
（大学間や地域との連携事例の紹介を含めた意義と効用）
・新しい人材育成の試み
（キャリア教育、社会人教育等改革事例、奨学金の必要性）

13：00～14：30 講演③③「大学の魅力向上に向けて」
（講演②と同様）

14：30～16：00 シンポジウム
教学改革を中心とする大学の魅力向上の重要性についての問題意識の共
有と今後の方向について、参加者と講師による積極的な討議の場
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中
央
教
育
審
議
会
大
学
分
科
会
（
平
成
二

十
二
年
五
月
二
十
六
日
開
催
）
は
、
こ
の
た

び
「
私
立
大
学
の
健
全
な
発
展
に
向
け
た
方

策
の
充
実
に
つ
い
て
（
論
点
整
理
）」
を
取

り
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
文
部
科
学

省
及
び
本
事
業
団
の
経
営
支
援
機
能
を
充
実

し
、
学
校
法
人
の
経
営
者
が
将
来
的
な
方
向

性
を
早
期
に
判
断
し
得
る
よ
う
促
す
こ
と
の

重
要
性
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
学

校
法
人
の
経
営
者
が
、
経
営
状
況
の
把
握
、

改
善
に
向
け
た
方
向
性
の
認
識
、
改
善
計
画

の
実
行
と
い
う
い
ず
れ
の
段
階
に
お
い
て
も

身
近
に
経
営
相
談
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な

る
よ
う
、
配
慮
に
努
め
る
こ
と
の
重
要
性
が

明
記
さ
れ
ま
し
た
。
具
体
的
施
策
の
う
ち
、

経
営
相
談
機
能
の
充
実
と
し
て
、
次
の
四
点

が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

○○
リ
ー
ダ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー
を
全
国
展
開

・
理
事
長
や
学
長
な
ど
の
リ
ー
ダ
ー
を
対
象

に
、
経
営
改
革
や
教
学
改
革
の
必
要
性
に

つ
い
て
問
題
意
識
を
共
有
す
る
セ
ミ
ナ
ー

を
全
国
展
開

○○
専
門
家
の
人
材
バ
ン
ク
を
創
設

・
私
学
経
営
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
有
し

た
人
材
を
登
録
・
管
理
し
、
学
校
法
人
の
要

望
に
応
じ
て
活
用
で
き
る
仕
組
み
を
整
備

○○
連
携
・
共
同
の
情
報
を
収
集
提
供

・
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
や
共
同
学
部
・
共
同
事

務
局
の
設
置
、
施
設
の
共
同
利
用
等
に
関

す
る
事
例
、
学
校
法
人
の
意
向
や
要
望
に

つ
い
て
の
情
報
を
収
集
・
整
理
・
提
供

○○
経
営
の
分
析
、
診
断
、
指
導
・
助
言

を
積
極
的
に
実
施

・
経
営
悪
化
傾
向
に
あ
る
学
校
法
人
に
対
し

で
き
る
だ
け
早
期
に
経
営
診
断
を
受
け
る

こ
と
を
積
極
的
に
呼
び
か
け
る
と
と
も

に
、
学
校
法
人
か
ら
の
依
頼
に
応
じ
将
来

的
な
経
営
改
革
の
在
り
方
に
つ
い
て
提
案

を
行
う

・
学
校
法
人
の
経
営
状
況
や
将
来
の
経
営
見

通
し
に
関
す
る
分
析
、
診
断
、
指
導
・
助

言
の
た
め
の
経
営
判
断
指
標
の
精
緻
化
や

積
極
的
な
活
用
を
図
る
（
例
え
ば
、
財
務

状
況
が
悪
化
す
る
前
に
自
主
的
な
改
善
が

必
要
と
な
る
指
標
や
、
不
採
算
部
門
か
ら

の
撤
退
が
必
要
と
な
る
指
標
）

本
事
業
団
で
は
今
後
、
こ
れ
ら
四
点
の
具

体
的
な
取
り
組
み
を
中
心
に
、
経
営
相
談
機

能
の
充
実
を
機
動
的
・
積
極
的
に
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
〇
三
（
三
二
三
〇
）
七
八
五
四

Ｅ
メ
ー
ル　

center@
shigaku.go.jp

私
学
事
業
団
の
経
営
相
談

機
能
の
充
実
に
つ
い
て

平成21年度版　今日の私学財政　大学・短期大学編
■平成21年12月刊行　■A4判282頁　定価3,500円（税込）※送料別途

私学経営情報第29号
「私立高等学校の経営改善方策に関するアンケート報告」

平成21年８月調査／―個性ある私学教育を推進するために―
■平成22年２月刊行　■A4判197頁　定価2,300円（税込）※送料別途

私学事業団の刊行物

◎購入を希望される方は下記までお問い合わせください。
NPO法人 学校経理研究会　☎ 03（3239）7903　FAX 03（3239）7904

講師予定
会場名 講演①「私学に求められるもの」

札　幌 鈴木　典比古（国際基督教大学学長、大学基準協会大学評価委員会委員長）

仙　台 金子　元久　（国立大学財務・経営センター研究部長、中央教育審議会大学分科会委員）

東　京 江上　節子　（武蔵大学社会学部教授、中央教育審議会大学分科会委員）

名古屋 黒田　壽二　（金沢工業大学学園長・総長、中央教育審議会大学分科会委員）

大　阪 樫谷　隆夫　（日本公認会計士協会常務理事、中央教育審議会大学分科会委員）

広　島 金子　元久　（国立大学財務・経営センター研究部長、中央教育審議会大学分科会委員）

福　岡 有信　睦弘　（東京大学監事、中央教育審議会大学分科会委員）

会場名 講演②③「大学の魅力向上に向けて」

札　幌
川嶋　太津夫（神戸大学大学教育推進機構教授、中央教育審議会大学分科会委員）
濱名　篤　　（学校法人濱名学院理事長、関西国際大学学長）

仙　台
濱名　篤　　（学校法人濱名学院理事長、関西国際大学学長）
牟田　泰三　（前福山大学学長）

東　京
川嶋　太津夫（神戸大学大学教育推進機構教授、中央教育審議会大学分科会委員）
古矢　鉄矢　（北里大学学長補佐、相模原・町田大学地域コンソーシアム理事）

名古屋
小西　靖洋　（関西大学常務理事）
中村　尚五　（東京電機大学情報環境学部教授）

大　阪
中村　尚五　（東京電機大学情報環境学部教授）
濱名　篤　　（学校法人濱名学院理事長、関西国際大学学長）

広　島
岩倉　信弥　（多摩美術大学名誉教授）
牟田　泰三　（前福山大学学長）

福　岡
岩倉　信弥　（多摩美術大学名誉教授）
中村　尚五　（東京電機大学情報環境学部教授）
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Ⅰ　

一　

般　

補　

助　

●　

大
学
等
・
専
任
教
員
等
個
人
票

実
習
指
導
の
時
間
数
を
授
業
時
間
数

に
含
め
て
報
告
し
て
よ
い
で
し
ょ
う

か
。

Ａ　

調
査
基
準
日
で
あ
る
五
月
一
日
時
点
の

時
間
割
表
や
シ
ラ
バ
ス
等
で
、
担
当
教
員
名

及
び
直
接
指
導
す
る
時
間
が
確
認
で
き
る
場

合
は
、
そ
の
時
間
数
を
年
間
総
時
間
に
含
め

て
報
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

新
設
学
部
の
設
置
に
伴
い
学
生
の
募

集
を
停
止
し
た
学
部
が
あ
り
、
教
員

は
、
す
べ
て
新
設
学
部
で
発
令
し
て
い

ま
す
。
こ
の
場
合
、
教
員
個
人
票
に
お

い
て
、
す
べ
て
の
教
員
を
新
設
学
部
で

報
告
す
る
こ
と
は
可
能
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

新
設
学
部
へ
の
発
令
を
行
っ
て
い
て
も

教
員
の
勤
務
実
態
で
区
分
し
た
上
で
割
り
振

る
な
ど
、
募
集
を
停
止
し
た
学
部
等
に
も
教

員
を
割
り
振
る
こ
と
が
妥
当
で
す
。
認
可
・

届
出
と
は
関
係
な
く
、
勤
務
実
態
・
学
生
数

按
分
等
に
基
づ
く
、
妥
当
性
の
あ
る
根
拠
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
職
員
に
つ
い
て
も
同
様

で
す
。七

月
に
定
年
退
職
と
な
る
専
任
教
員

（
准
教
授
）
が
い
ま
す
。
申
請
を
「
×

（
申
請
し
な
い
）」
に
す
る
べ
き
で
し
ょ

う
か
。

Ａ　

配
分
基
準
の
別
記
１
．「
補
助
金
算
定

の
基
礎
と
な
る
専
任
教
員
等
の
認
定
基
準
」

に
よ
り
判
断
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
教
員

が
准
教
授
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
Ⅲ　

勤
務

関
係
」
と
し
て
一
週
間
の
割
当
授
業
時
間
数

が
六
時
間
以
上
必
要
に
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
七
月
の
退
職
ま
で
の
授
業

時
間
数
を
一
年
間
（
三
十
週
）
に
換
算
し
、

一
週
当
た
り
六
時
間
以
上
の
授
業
時
間
数
が

あ
る
こ
と
を
時
間
割
表
等
で
確
認
で
き
れ
ば

除
外
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●　

学
生
定
員
・
現
員
調
査
票

五
月
十
五
日
の
教
授
会
で
、
四
月

三
十
日
付
け
の
退
学
を
決
定
し
た
学
生

が
い
ま
す
。
こ
の
場
合
、
補
助
金
算
定

上
の
学
生
数
か
ら
除
外
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
か
。

Ａ　

一
般
補
助
で
算
定
基
礎
と
な
る
学
生
数

は
、
五
月
一
日
時
点
の
人
数
で
す
。
学
生
定

員
・
現
員
の
調
査
時
に
は
、「
退
学
日
・
除

籍
日
が
四
月
三
十
日
以
前
の
者
は
現
員
か
ら

除
き
、
五
月
一
日
以
降
の
者
は
含
め
る
。
な

お
、
学
長
等
が
五
月
一
日
以
降
に
退
学
・
除

籍
を
決
定
し
た
と
き
は
、
退
学
・
除
籍
日
が

四
月
三
十
日
以
前
に
遡
及
す
る
場
合
で
あ
っ

て
も
、
現
員
か
ら
除
く
こ
と
は
で
き
な
い
」

と
し
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
、

退
学
日
が
四
月
三
十
日
付
け
で
あ
っ
て
も
、

教
授
会
が
退
学
を
決
定
し
た
日
が
五
月
一
日

以
降
で
あ
る
場
合
は
、
現
員
か
ら
除
外
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

●　

新
設
大
学
院
の
取
り
扱
い

今
年
度
四
月
に
、
学
部
に
大
学
院
の

研
究
科
（
修
士
課
程
）
を
開
設
し
ま
し

た
。
補
助
金
の
対
象
と
な
る
の
は
完
成

年
度
を
迎
え
る
三
年
後
か
ら
で
す
か
。

Ａ　

大
学
院
の
研
究
科
・
専
攻
の
補
助
金
算

定
は
、
そ
の
基
礎
と
な
る
学
部
・
学
科
が
補

助
対
象
か
否
か
で
判
断
を
し
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
基
礎
と
な
る
学
部
・
学

科
が
補
助
対
象
で
あ
れ
ば
、当
該
研
究
科
は
、

開
設
初
年
度
か
ら
補
助
金
の
対
象
と
な
り
ま

す
。な

お
、
博
士
課
程
の
場
合
も
同
様
の
扱

い
と
な
り
ま
す
。

●　

リ
ー
ス
取
引
等
に
か
か
る
会
計
処
理
の

変
更
に
伴
う
経
常
費
補
助
金
の
取
り
扱
い

「
所
有
権
移
転
外
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

リ
ー
ス
取
引
」
に
つ
い
て
、
会
計
処
理

が
賃
貸
借
取
引
か
ら
売
買
取
引
に
準
じ

た
方
法
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
補
助

金
上
の
取
り
扱
い
は
ど
の
よ
う
に
な
り

ま
す
か
。

Ａ　

今
回
の
変
更
に
該
当
す
る
取
り
引
き
の

場
合
、
補
助
金
申
請
上
は
、
収
入
支
出
調
査

票
及
び
実
績
報
告
書
の
報
告
金
額
に
つ
い
て

注
意
が
必
要
で
す
。

【
収
入
支
出
調
査
票
】

取
引
開
始
日
が
属
す
る
年
度
の
資
金
収

支
計
算
書（
教
育
研
究
用
機
器
備
品
支
出
）

に
リ
ー
ス
料
総
額
が
計
上
さ
れ
る
の
で
、

取
引
開
始
年
度
に
お
い
て
リ
ー
ス
料
の
総

額
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
二
年
目
以
降
に

つ
い
て
は
、
期
末
未
払
金
を
減
ず
る
形
に

な
る
の
で
、
収
入
支
出
調
査
票
の
支
出
額

の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

【
実
績
報
告
書
】

取
引
開
始
年
度
の
実
支
払
額
の
み
、
補

助
事
業
に
要
し
た
経
費
に
算
入
す
る
こ
と

が
で
き
、
二
年
目
以
降
の
支
払
額
は
、
期

末
未
払
金
を
減
ず
る
形
に
な
る
の
で
、
補

助
事
業
に
要
し
た
経
費
に
は
算
入
で
き
ま

せ
ん
。
な
お
、
リ
ー
ス
料
総
額
が
一
個
又

は
一
組
五
〇
〇
万
円
以
上
の
も
の
は
当
初

か
ら
補
助
事
業
に
要
し
た
経
費
に
算
入
で

き
ま
せ
ん
。

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
Ｑ
＆
Ａ

学
校
法
人
か
ら
、
補
助
金
課
に
寄
せ
ら
れ
た
質
問
を
、

Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

ＱＱ

ＱＱ

Ｑ

Ｑ
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Ⅱ　

特　

別　

補　

助　

●　

大
学
教
育
の
質
向
上
へ
の
一
体
的
な

取
組
支
援

大
学
教
育
充
実
の
取
り
組
み
の
対
象

要
件
で
あ
る
「
学
位
授
与
」「
教
育
課

程
編
成
・
実
施
」「
入
学
者
受
入
れ
」

の
各
方
針
の
決
定
に
係
る
基
準
日
は
い

つ
で
す
か
。
ま
た
、「
教
育
改
善
に
活

か
せ
る
評
価
の
実
施
」
の
要
件
は
ど
の

よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

Ａ　
「
大
学
教
育
充
実
の
取
組
み
」
は
、
平

成
二
十
二
年
度
か
ら
、「
学
位
授
与
」「
教
育

課
程
編
成
・
実
施
」「
入
学
者
受
入
れ
」
の

各
方
針
に
つ
い
て
、
当
該
年
度
の
九
月
三
十

日
時
点
で
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
要
件
と

な
り
ま
す
。

ま
た
、「
教
育
改
善
に
活
か
せ
る
評
価
の

実
施
」
の
要
件
は
、
自
己
点
検
・
評
価
等
を

通
じ
て
大
学
等
の
教
育
改
善
を
図
る
た
め
、

自
己
点
検
・
評
価
実
施
の
た
め
の
組
織
（
委

員
会
等
）
を
設
置
し
、「
前
年
度
に
三
回
以

上
及
び
当
該
年
度
九
月
三
十
日
ま
で
に
一
回

以
上
委
員
会
等
を
開
催
」
又
は
「
当
該
年
度

九
月
三
十
日
ま
で
に
三
回
以
上
委
員
会
等
を

開
催
」の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
で
す
。

な
お
、「
大
学
教
育
の
質
向
上
へ
の
一
体
的

な
取
組
支
援
」
の
対
象
と
な
る
他
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
も
、
す
べ
て
当
該
年
度
の
九
月

三
十
日
現
在
で
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
要

件
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

教
育
力
向
上
の
た
め
の
組
織
的
研
修

等
に
つ
い
て
、
教
員
に
対
す
る
、
永
年

勤
続
表
彰
を
実
施
し
て
い
る
場
合
、
基

準
に
あ
る
「
教
員
に
対
す
る
顕
彰
、
業

績
評
価
制
度
」
の
取
り
組
み
を
実
施
し
て

い
る
と
考
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

勤
続
年
数
だ
け
に
よ
る
顕
彰
制
度
で

は
、
こ
の
取
り
組
み
が
実
施
さ
れ
て
い
る
と

み
な
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
顕
彰
制
度
の

内
容
に
教
育
・
研
究
に
対
す
る
業
績
評
価
も

含
ま
れ
て
い
れ
ば
、
こ
の
取
り
組
み
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

●　

社
会
人
の
入
学
の
推
進

本
学
で
は
Ａ
Ｏ
入
試
の
一
環
と
し
て

社
会
人
が
志
願
す
る
場
合
は
実
務
経
験

も
加
味
し
て
選
考
を
行
う
制
度
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、「
社
会
人
に
係
る
特

別
入
試
選
抜
制
度
」に
該
当
し
ま
す
か
。

Ａ　
「
社
会
人
に
係
る
特
別
入
試
選
抜
制
度
」

と
は
、
社
会
人
の
た
め
の
募
集
枠
を
設
け
て

選
考
を
実
施
す
る
制
度
を
い
い
ま
す
。

こ
の
例
で
は
、「
実
務
経
験
も
加
味
し
て

選
考
を
実
施
」
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
必
ず

し
も
社
会
人
を
別
枠
で
選
考
し
て
い
る
と
は

言
え
な
い
た
め
、
該
当
し
ま
せ
ん
。

●　

教
員
の
異
動
に
伴
う
教
育
研
究
環
境
整
備

次
の
①
か
ら
③
の
場
合
は
、
教
員
の

異
動
に
伴
う
教
育
研
究
環
境
整
備
の
対

象
と
な
り
ま
す
か
。

①　

日
本
学
術
振
興
会
外
国
人
特
別
研

究
員
（
受
け
入
れ
先
：
国
立
大
学

大
学
院
）

②　

国
立
大
学
大
学
院
の
研
究
室
事
務

補
佐
員

③　

県
庁
職
員
で
過
去
に
国
立
大
学
客

員
助
教
授
を
兼
務

Ａ　

教
員
の
異
動
に
伴
う
教
育
研
究
環
境
整

備
の
対
象
外
と
な
る
者
は
、
国
公
私
立
大
学

等
（
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
含
む
）
の

専
任
教
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
者
と
し
て

い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
①
の
外
国
人
特
別
研
究
員

は
職
業
で
は
な
く
、
日
本
学
術
振
興
会
の
補

助
制
度
な
の
で
、
国
立
大
学
大
学
院
で
ど
の

よ
う
な
発
令
を
受
け
て
い
た
か
に
よ
り
ま

す
。
専
任
教
員
の
発
令
を
受
け
て
い
れ
ば
、

対
象
外
と
な
り
ま
す
。
②
に
つ
い
て
は
、
事

務
補
佐
員
で
専
任
教
員
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
対
象
と
な
り
ま
す
。
③
は
、
客
員
助
教

授
が
専
任
教
員
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

●　

総
合
的
な
地
域
活
性
化
事
業
支
援

（
教
育
訓
練
講
座
）

教
育
訓
練
講
座
の
対
象
要
件
は
ど
の

よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

Ａ　

雇
用
保
険
法
第
六
十
条
の
二
（
教
育
訓

練
給
付
金
）
に
規
定
す
る
教
育
訓
練
講
座
の

指
定
を
受
け
た
講
座
で
受
け
入
れ
た
「
教
育

訓
練
給
付
金
の
受
給
対
象
者
」
を
対
象
と
し

て
い
ま
す
。
教
育
訓
練
講
座
の
受
講
者
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

●　

総
合
的
な
地
域
活
性
化
事
業
支
援

（
公
開
講
座
）

公
開
講
座
と
し
て
、
三
十
講
座
ほ
ど

の
メ
ニ
ュ
ー
を
準
備
し
て
い
ま
す
。
各

講
座
は
一
日
単
位
で
す
が
、
申
請
す
る

こ
と
は
可
能
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

公
開
講
座
は
、
①
「
地
域
社
会
一
般
の

教
養
の
啓
発
を
目
的
と
し
て
い
る
」、
②
「
計

画
的
に
一
定
の
期
間
（
一
日
六
十
分
以
上
の

講
座
を
二
日
以
上
）
実
施
し
て
い
る
」
の
両

方
を
満
た
す
講
座
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

特
に
②
に
つ
い
て
は
、
ポ
ス
タ
ー
・
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
に
よ
り
、募
集
単
位
で
テ
ー
マ
性
・

継
続
性
を
確
認
で
き
る
も
の
を
対
象
と
し
て

い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
三
十
講
座
が
テ
ー

マ
性
・
継
続
性
に
沿
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
対
象
に
で
き
ま
す
が
、
三
十
講

座
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
た
講
座
で
あ
れ
ば
、

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

助
成
部　

補
助
金
課

Ⅰ
一
般
補
助

☎
〇
三
（
三
二
三
〇
）
七
三
〇
〇
〜
七
三
〇
二

七
三
〇
六
〜
七
三
〇
八

Ⅱ
特
別
補
助

☎
〇
三
（
三
二
三
〇
）
七
三
〇
三
〜
七
三
〇
五

七
三
〇
九
〜
七
三
一
一

Ｅ
メ
ー
ル　

hojokin@
shigaku.go.jp

ＱＱＱ

Ｑ

Ｑ

Ｑ
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「
平
成
二
十
二
年
度
学
術
研
究
振
興
資
金

贈
呈
式
」
を
、
平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
一

日
（
金
）
に
、
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に
お

い
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

文
部
科
学
省
、
社
団
法
人
日
本
工
業
倶
楽

部
か
ら
来
賓
を
お
招
き
し
、
ま
た
、「
学
術

研
究
振
興
資
金
」
で
採
択
さ
れ
た
研
究
代
表

者
の
中
か
ら
「
人
文
・
社
会
科
学
系
」
一
七

名
、「
理
工
・
農
学
系
」
一
三
名
、「
生
物
系
」

一
七
名
、
さ
ら
に
「
若
手
研
究
者
奨
励
金
」

で
採
択
さ
れ
た
研
究
者
の
中
か
ら
一
六
名
、

計
六
三
名
の
方
々
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

は
じ
め
に
、
私
学
事
業
団
理
事
長
の
河
田

悌
一
が
、
学
術
研
究
振
興
資
金
の
原
資
で

あ
る
学
術
研
究
振
興
基
金
は
、
様
々
な
経

済
団
体
や
文
部
科
学
省
等
の
ご
協
力
の
も

と
、
昭
和
五
十
年
に
創
設
さ
れ
、
現
在
で
は

約
五
三
億
七
、〇
〇
〇
万
円
を
保
有
す
る
に

至
っ
て
お
り
、
こ
の
基
金
の
果
実
か
ら
、
本

年
度
は
一
億
三
、〇
〇
〇
万
円
の
資
金
が
、

採
択
さ
れ
た
九
一
件
の
研
究
に
対
し
て
交
付

さ
れ
る
旨
を
説
明
し
ま
し
た
（
下
表
参
照
）。

ま
た
、
こ
の
基
金
を
支
援
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
関
係
各
位
へ
の
感
謝
の
意
を
表
し
、

資
金
を
受
け
ら
れ
る
研
究
者
に
対
し
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
に
誇
り
を
持
っ
て
成
果
を

ま
と
め
る
と
と
も
に
、
教
育
者
と
し
て
、
そ

の
研
究
を
教
育
に
反
映
し
、
立
派
な
学
生
を

育
て
て
い
た
だ
き
た
い
、と
激
励
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、『
史
記
』
を
書
い
た
司
馬
遷
の
「
天

人
の
際
を
究
め
／
古
今
の
変
に
通
じ
／
一
家

の
言
を
成
す
」
と
い
う
学
者
の
心
得
を
表
し

た
言
葉
を
研
究
者
へ
の
は
な
む
け
と
し
、
挨

拶
を
結
び
ま
し
た
。

次
に
、
来
賓
を
代
表
し
て
文
部
科
学
省
高

等
教
育
局
の
河
村
潤
子
私
学
部
長
か
ら
、「
知

識
基
盤
社
会
に
お
い
て
大
学
は
、
豊
か
な
教

養
と
専
門
的
知
識
を
備
え
た
人
材
を
育
成
す

る
と
と
も
に
、
優
れ
た
研
究
に
よ
り
『
知
』

の
創
造
と
発
展
を
図
り
、
社
会
に
貢
献
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
変
化

に
対
応
す
る
た
め
、
現
在
、
中
央
教
育
審
議

会
で
は
、
大
学
教
育
の
質
を
保
証
し
、
社
会

か
ら
の
信
頼
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
大
学
教
育
の
将
来
を
見
据
え
た
中
長

期
的
な
在
り
方
に
つ
い
て
審
議
を
重
ね
て
い

る
。
文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
私
立
学
校
の

振
興
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
私
立
大
学
等

経
常
費
補
助
金
の
よ
う
な
公
的
支
援
だ
け
で

な
く
、
篤
志
家
や
法
人
の
方
々
の
寄
付
な
ど

民
間
か
ら
の
支
援
の
存
在
が
極
め
て
重
要
な

も
の
と
考
え
て
お
り
、
事
業
団
の
『
学
術
研

究
振
興
資
金
』
は
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
民
間

か
ら
の
支
援
を
代
表
す
る
制
度
で
あ
り
、
優

れ
た
学
術
研
究
に
対
す
る
奨
励
策
と
し
て
極

め
て
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
研
究
者
に

お
か
れ
て
は
、
こ
の
資
金
を
有
効
に
活
用
さ

れ
、
優
れ
た
学
術
研
究
の
推
進
に
益
々
ご
尽

力
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
こ

の
基
金
が
私
立
大
学
に
お
け
る
学
術
研
究
の

発
展
に
一
層
貢
献
す
る
こ
と
を
祈
念
す
る
。」

と
の
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
二
十
二
年
度

　

学
術
研
究
振
興
資
金
贈
呈
式

―
学
術
研
究
振
興
資
金
七
十
件
、
若
手
研
究
者
奨
励
金
二
十
一
件
に
交
付
―

学術研究振興資金　分野別交付状況
（単位：千円）

年　度

研究分野

昭和51～
平成20年度 21年度 22年度 合計

件数 交付額 件数 交付額 件数 交付額 件数 交付額

原子力学  85 487,850 0 0 0 0 85 487,850

医　　学 667 2,508,480 19 51,800 22 49,200 708 2,609,480

環境科学  56 177,040 2 4,800 3 6,500 61 188,340

理　　学 228 824,110 4 10,400 4 5,900 236 840,410

工　　学 320 1,085,110 5 11,300 5 13,500 330 1,109,910

農　　学 91 238,800 2 4,300 3 5,700 96 248,800

文　　学 485 637,960 16 15,500 17 18,800 518 672,260

法　　学 58 95,320 1 1,800 2 2,800 61 99,920

経 済 学 149 192,680 7 8,700 6 7,500 162 208,880

家 政 学 82 196,860 3 4,600 3 3,800 88 205,260

体 育 学 2 10,000 2 5,900 2 4,200 6 20,100

教 育 学 148 171,170 5 2,500 3 1,600 156 175,270

小　　計 2,371 6,625,380 66 121,600 70 119,500 2,507 6,866,480

若手研究
者奨励金 20 6,000 24 7,200 21 10,500 65 23,700

合　　計 2,391 6,631,380 90 128,800 91 130,000 2,572 6,890,180

注：「若手研究者奨励金」は、平成20年度からの交付である。
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助
成
業
務

続
い
て
、
学
術
研
究
振
興
資
金
選
考
委
員

会
の
片
山
倫
子
委
員
長
（
東
京
家
政
大
学
教

授
）
か
ら
、
二
十
二
年
度
の
学
術
研
究
振
興

資
金
及
び
若
手
研
究
者
奨
励
金
の
選
考
経
過

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

一　

学
術
研
究
振
興
資
金

二
十
一
年
十
月
ま
で
に
応
募
が
あ
っ
た
の

は
、
計
一
五
三
校
（
大
学
一
四
二
校
、
短
期

大
学
一
一
校
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
資
金
に
応

募
で
き
る
の
は
、
一
学
校
に
つ
き
一
件
で
あ

る
た
め
、
各
学
校
と
も
学
内
選
考
を
経
た
う

え
で
の
非
常
に
優
れ
た
研
究
課
題
で
あ
っ

た
。
提
出
さ
れ
た
研
究
計
画
を
、「
人
文
・

社
会
科
学
系
」「
理
工
・
農
学
系
」「
生
物
系
」

の
三
分
野
に
区
分
し
、
各
分
野
五
名
の
選
考

委
員
が
、
①
研
究
目
的
、
②
研
究
計
画
、
③

研
究
の
独
創
性
、
④
研
究
遂
行
能
力
、
⑤
研

究
費
の
妥
当
性
を
中
心
に
書
類
審
査
を
実
施

し
た
。さ
ら
に
、本
資
金
の
趣
旨
に
し
た
が
っ

て
、
出
来
る
限
り
多
く
の
研
究
課
題
を
採
択

し
、
学
術
研
究
の
活
性
化
を
支
援
す
る
と
い

う
考
え
の
も
と
、
選
考
委
員
全
員
に
よ
る
委

員
会
に
お
い
て
審
議
を
行
っ
た
。こ
の
結
果
、

「
人
文
・
社
会
科
学
系
」
二
八
件
、「
理
工
・

農
学
系
」
二
〇
件
、「
生
物
系
」
二
二
件
の

計
七
〇
件
の
研
究
を
採
択
し
た
。

二　

若
手
研
究
者
奨
励
金

二
十
二
年
度
は
、
理
工
系
・
農
学
系
の
研

究
を
対
象
と
し
た
と
こ
ろ
、
四
九
校
か
ら
応

募
が
あ
っ
た
。
学
術
研
究
振
興
資
金
と
は
別

に
五
名
の
審
査
専
門
委
員
が
書
類
審
査
を

行
っ
た
。
将
来
を
嘱
望
さ
れ
る
若
手
研
究
者

の
研
究
と
い
う
こ
と
で
、
①
研
究
目
的
・
内

容
の
着
眼
点
、
②
研
究
計
画
・
方
法
の
妥
当

性
、
③
研
究
の
独
創
性
、
④
研
究
の
発
展
性

を
重
視
し
て
審
査
を
行
っ
た
。
こ
の
結
果
を

も
と
に
、
最
終
的
に
学
術
研
究
振
興
資
金

選
考
委
員
会
の
合
議
に
よ
る
審
議
を
経
て
、

二
一
件
の
研
究
を
採
択
し
た
。

以
上
の
報
告
の
後
、
河
田
理
事
長
か
ら
研

究
代
表
者
に
、
資
金
贈
呈
書
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

最
後
に
、
資
金
を
贈
呈
さ
れ
た
計
九
一
件

の
研
究
を
代
表
し
て
、
友
田
博
通
昭
和
女
子

大
学
教
授
が
、「
今
回
、
資
金
交
付
の
対
象

と
な
っ
た
各
研
究
は
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
私

学
な
ら
で
は
の
独
自
性
、
独
創
性
が
あ
り
、

新
し
い
時
代
の
要
請
に
応
え
る
こ
と
が
で
き

る
研
究
課
題
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
。
そ

う
し
た
私
学
の
研
究
活
動
に
つ
い
て
の
ご
理

解
が
、
学
術
研
究
振
興
資
金
と
い
う
研
究
助

成
と
な
っ
て
現
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。

私
ど
も
私
立
大
学
に
お
い
て
教
育
研
究
に
携

わ
る
者
は
、
こ
の
厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
で

ご
援
助
を
賜
っ
た
こ
と
に
対
し
、
責
任
の
重

さ
を
痛
感
し
て
い
る
。
学
術
研
究
振
興
基
金

に
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
経
済
団
体
各
位
、
篤

志
家
の
皆
様
な
ら
び
に
関
係
者
各
位
に
心
か

ら
御
礼
申
し
上
げ
る
。
こ
の
資
金
を
支
え
て

く
だ
さ
る
多
く
の
方
々
の
熱
い
思
い
を
胸
に

刻
み
、
こ
れ
か
ら
も
研
究
内
容
の
充
実
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
。」
と
、
謝
辞
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

※
な
お
、
採
択
研
究
課
題
に
つ
い
て
は
、
本

事
業
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

助
成
部　

寄
付
金
課

☎
〇
三
（
三
二
三
〇
）
七
三
一
五
・
七
三
一
六

Ｅ
メ
ー
ル　

kifukin@
shigaku.go.jp

○
学
術
研
究
振
興
資
金

http://w
w
w
.shigaku.go.jp/fi les/

s_sikin_saitakukenkyu22a.pdf

○
若
手
研
究
者
奨
励
金

http://w
w
w
.shigaku.go.jp/fi les/

s_w
akate_saitakukenkyu22.pdf

ご存知ですか？
　私学事業団の受配者指定寄付金制度

受配者指定寄付金制度をご利用いただければ、企業・法人が
私立学校に寄付した金額が全額損金算入可能と
なります。

この制度を利用すれば、有効な募金活動が展開できます！

制度の詳細は、本事業団ホームページをご覧ください。
また、月報私学７月号でも制度の紹介を掲載しております。
ご不明な点は、助成部寄付金課　☎03(3230)7317・7318までお問い合わせください。

平成22年6月版「寄付金事務
の手引」を発刊しました。
あわせてご利用ください。
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共
済
業
務

●
一
人
一
枚
ず
つ
交
付

　

カ
ー
ド
化
に
伴
い
、
加
入
者
に
は
「
加
入

者
証
」
を
、
被
扶
養
者
に
は
「
加
入
者
被
扶

養
者
証
」（
以
下
「
加
入
者
証
等
」
と
い
う
）

を
一
人
一
枚
ず
つ
交
付
し
ま
す
。従
来
の「
遠

隔
地
被
扶
養
者
証
」
及
び
「
福
祉
施
設
等
利

用
証
」
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

有
効
期
限
が
二
十
三
年
一
月
一
日
以
降
と

な
っ
て
い
る
任
意
継
続
加
入
者
に
も
、
カ
ー

ド
タ
イ
プ
の
加
入
者
証
等
を
送
付
し
ま
す
。

●
更
新
加
入
者
証
の
送
付
時
期

　

更
新
加
入
者
証
等
は
、
十
月
上
旬
に
対
象

者
を
抽
出
し
、
十
一
月
中
旬
頃
か
ら
世
帯
単

位
に
封
入
の
う
え
、
順
次
送
付
す
る
予
定
で

す
。

※ 

対
象
者
の
抽
出
処
理
後
に
異
動
報
告
が
あ
っ

た
場
合

　

加
入
者
証
等
は
十
二
月
一
日
に
カ
ー
ド
タ

イ
プ
に
一
斉
更
新
す
る
予
定
で
す
が
、
十
月

上
旬
以
降
に
加
入
者
証
等
の
交
付
が
必
要
な

異
動
報
告
（
氏
名
変
更
等
）
が
処
理
さ
れ
た

場
合
は
、
カ
ー
ド
タ
イ
プ
の
加
入
者
証
等
を

交
付
し
ま
す
。

　

こ
の
処
理
に
よ
り
十
一
月
中
旬
に
発
送
さ

れ
る
更
新
加
入
者
証
等
は
返
納
し
て
く
だ
さ

い
。
一
人
一
枚
に
な
る
こ
と
か
ら
、
加
入
者

現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
加
入
者
証
は
、
平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日
に
有
効
期
限

を
む
か
え
ま
す
。
今
回
の
加
入
者
証
更
新
を
機
に
、
以
前
よ
り
多
く
の
方
か
ら
ご
要

望
を
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
カ
ー
ド
化
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
十
二
月
一
日
か
ら

加
入
者
証
が
カ
ー
ド
化
さ
れ
ま
す

加
入
者
証
が
カ
ー
ド
化
さ
れ
ま
す

加入者証（イメージ）

　加入者証の様式及び注意事項等は、以下の内容で共済運営規則の様式第５号により定め
られる予定です。
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共
済
業
務

証
等
の
回
収
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
「
注
意
事
項
等
」
の
省
略

　

加
入
者
証
等
の
裏
面
に
「
臓
器
提
供
意
思

表
示
欄
」
を
記
載
す
る
こ
と
（
本
誌
六
月
号

参
照
）や
カ
ー
ド
タ
イ
プ
と
な
る
こ
と
か
ら
、

従
来
の
加
入
者
証
等
に
記
載
し
て
い
た
「
注

意
事
項
等
」が
記
載
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
「
注
意
事
項
等
」
は
加
入
者
証
等
を
送
付

す
る
際
の
案
内
文
に
記
載
し
ま
す
の
で
、
必

ず
加
入
者
へ
の
周
知
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
「
意
思
表
示
欄
保
護
シ
ー
ル
」
の
送
付

　

個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
「
臓
器
提
供

意
思
表
示
欄
」
に
貼
り
付
け
て
使
用
で
き
る

「
意
思
表
示
欄
保
護
シ
ー
ル
」
を
加
入
者
証

等
と
一
緒
に
送
付
し
ま
す
。

災害見舞金
　加入者（任意継続加入者を含みます）が、水震火
災その他の非常災害によって、住居又は家財の５分
の１以上の損害を受けたときに、見舞金として支給
されます。なお、損害を補てんすることを目的とし
た給付ではありません。修理等可能なもの、使用可
能なものは損害とはみなしません。

▶災害見舞金
　住居又は家財が３分の１以上焼失又は滅失したと
き、損害の程度に応じ標準給与の月額の0.5～３か
月分

▶災害見舞金付加金
① 災害見舞金が支給されるときは、災害見舞金の額
の60％に相当する金額

② 災害見舞金に該当しない場合で、住居又は家財が
５分の１以上３分の１未満焼失又は滅失したとき
は、標準給与の月額の0.5か月分

▶請求に必要な書類
・災害見舞金請求書
・ 市区町村長、消防署長又は警察署長の証明書（請
求書の中に証明欄があります）
・災害状況明細書

災害貸付
　加入者（任意継続加入者を除きます）が、水震火
災その他の非常災害を受けたために、資金を必要と
するときに貸付けします。

▶申し込み資格
　加入者期間が引き続き１年以上の人

▶貸付額
　標準給与の月額の６か月分相当額の範囲内（限度
額200万円）

▶貸付利率
　年2.00％（平成22年４月現在の特例利率です）

▶申し込み手続き
　貸付申込書及び借用証書に、公共機関が発行する
り災証明書を添付し、学校法人等を経由して申し込
んでください。

▶申込受付期間
　災害発生日以後６か月以内です。

【備考】

１． プラスチックその他の材料を用い、使用に十分耐えうるも

のとする。

２．大きさは、縦54ミリメートル、横86ミリメートルとする。

３． 必要があるときは、横書きの文字を縦書きで表示すること

その他所要の変更又は調整を加えることができる。

４． 任意継続加入者については、本加入者証表面に「任意継続」

と表示し、資格取得年月日欄には任意継続加入者となった

日を記載するほか、有効期限を記載すること。

５． 別途加入者に周知することにより、注意事項を省略するこ

とができる。

６．加入者に次に掲げる事項を周知するものとする。

　　（１）　 加入者証の交付を受けたときは、直ちに住所欄に住

所を自署して大切に保管すること。

　　（２）　 保険医療機関等において診療を受けようとするとき

は、必ず加入者証を（70歳の誕生日の属する月の

翌月（誕生日が月の初日である場合はその月）以後

の場合は加入者証に高齢受給者証を添えて）窓口に

提出すること。

　　（３）　 加入者の資格を喪失したときは、遅滞なく加入者証

を事業団に返納すること。

　　（４）　 不正に加入者証を使用した者は、刑法により詐欺罪

として懲役の処分を受けることがあること。

　　（５）　 加入者証の記載事項に変更があったときは、遅滞な

く事業団に提出して訂正を受けること。

　　（６）　 臓器提供に関する意思を表示する場合は、次の点に

留意するほか、臓器の移植に関する法律（平成９年

法律第104号）に基づく臓器提供意思表示カードの

記載の例によること。

　　　　　・ 特記欄については、親族への優先提供の意思等が

ある場合に記載すること。

　　　　　・ 家族署名欄への記載は、意思表示の有効性の要件

とはなっていないこと。また、「家族」は被扶養

者の認定を受けている者に限らないこと。

災害にあったとき
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今
年
度
の
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指

導
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
六
月
下
旬
に
学
校

法
人
等
へ
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

　

特
定
健
診
制
度
で
は
、実
施
率
等
に
よ
り
、

本
事
業
団
が
高
齢
者
医
療
制
度
に
拠
出
し
て

い
る
「
後
期
高
齢
者
支
援
金
」
が
加
算
・
減

算
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の

結
果
が
本
事
業
団
の
財
政
に
大
き
な
影
響
を

お
よ
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
加
入
者
の
特
定
健
康
診
査
は
、
学
校

法
人
等
で
行
う
定
期
健
康
診
断
結
果
を
活
用

す
る
こ
と
か
ら
、
学
校
法
人
等
か
ら
の
健
診

結
果
デ
ー
タ
の
提
出
が
、
実
施
率
に
大
き
く

影
響
し
ま
す
。
今
年
度
も
さ
ら
な
る
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

特
定
健
康
診
査　

１
．
健
診
結
果
デ
ー
タ
の
不
備
に
注
意

　

加
入
者
の
健
診
結
果
デ
ー
タ
に
つ
い
て

は
、
六
月
下
旬
に
対
象
校
へ
送
付
し
た
「
取

り
組
み
の
て
び
き
」
に
し
た
が
い
、
作
成
・

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

⑴　

提
出
時
の
必
須
項
目
の
確
認

　

健
診
結
果
デ
ー
タ
に
不
備
・
不
足
が
あ
る

と
保
健
指
導
の
判
定
処
理
が
で
き
ま
せ
ん
。

健
診
結
果
デ
ー
タ
を
提
出
す
る
際
に
は
、
左

表
の
必
須
項
目
に
も
れ
が
な
い
よ
う
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

※ 

昨
年
度
、
特
に
不
備
が
多
か
っ
た
項
目
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

①
健
診
実
施
年
月
日

　

特
定
健
康
診
査
に
替
え
る
こ
と
が
で
き

る
定
期
健
康
診
断
結
果
は
当
該
年
度
中
に

実
施
し
た
健
診
に
限
り
ま
す
。
健
診
実
施

日
が
二
十
二
年
度
中
（
二
十
二
年
四
月
一

日
〜
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
）
で
あ
る

も
の
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
二
十
二
年
度

特
定
健
康
診
査
等
の
確
実
な
実
施
に
向
け
て

　
　
　

―　

学
校
法
人
等
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す　

―

必　須　項　目
健診実施年月日（※①）
加入者番号・氏名・生年月日・性別
身体計測 身長・体重・BMI・腹囲（※③）
血　　圧 最高血圧・最低血圧

血中脂質 HDLコレステロール・LDLコレステロール
（※③）・中性脂肪

肝 機 能 GOT・GPT・γ－GTP
血　　糖 空腹時血糖又はヘモグロビンA1c
尿 検 査 尿糖・尿蛋白
既往歴・自覚症状・他覚症状

質 問 票
（※②）

（血圧）（血糖）（コレステロール）それぞ
れを下げる薬の使用の有無
喫煙の有無

　

②
質
問
票

　

特
定
健
康
診
査
で
は
、
健
診
結
果
の
ほ

か
に
質
問
（
問
診
）
項
目
と
し
て
（
血
圧
）

（
血
糖
）（
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）
そ
れ
ぞ
れ

を
下
げ
る
薬
の
使
用
の
有
無
・
喫
煙
の
有

無
の
回
答
が
必
須
と
な
り
ま
す
。

　

学
校
法
人
等
で
行
う
定
期
健
康
診
断
を

健
診
機
関
へ
委
託
す
る
際
に
は
、
問
診
項

目
に
前
記
薬
の
使
用
の
有
無
・
喫
煙
の
有

無
を
含
め
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

③
腹
囲
・
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

　

二
十
年
度
か
ら
定
期
健
康
診
断
の
必
須

項
目
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
不
足
し
て

い
る
学
校
法
人
等
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
受
診
も
れ
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

⑵ 　

Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
デ
ー
タ
作
成
・
チ
ェ
ッ
ク

機
能
の
活
用

　

私
学
共
済
事
業
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.sigakukyosai.jp/

）
に
掲
載
し
て
い

る
「
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
デ
ー
タ
作
成
・
チ
ェ
ッ
ク

機
能
」
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
不
備
の
な

い
健
診
結
果
デ
ー
タ
の
作
成
・
提
出
が
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

操
作
手
順

① 

私
学
共
済
事
業
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら｢

健

診
結
果
提
出
用
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
デ
ー
タ
作

成
・
チ
ェ
ッ
ク
機
能｣

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
く
だ
さ
い
。

←

②
﹇ 

健
診
結
果
・
質
問
票
項
目
﹈
シ
ー
ト
に

対
象
者
の
健
診
結
果
を
入
力
し
て
く
だ

さ
い
。

←

③ 

健
診
結
果
入
力
後
﹇
メ
ニ
ュ
ー
﹈
シ
ー
ト

の
健
診
結
果
デ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
実
行
ボ
タ

ン
を
押
し
、
入
力
し
た
健
診
結
果
デ
ー
タ

の
チ
ェ
ッ
ク
を
実
行
し
て
く
だ
さ
い
。

←

④ 

入
力
し
た
健
診
結
果
デ
ー
タ
に
不
備
が
あ

る
場
合
、
エ
ラ
ー
表
示
が
出
ま
す
。﹇
エ

ラ
ー
ロ
グ
﹈
シ
ー
ト
か
ら
エ
ラ
ー
内
容
を

確
認
し
て
、エ
ラ
ー
箇
所
を
修
正
し
た
後
、

再
度
③
の
要
領
で
、
デ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
を

実
行
し
て
く
だ
さ
い
。

←

⑤ 

入
力
し
た
健
診
結
果
デ
ー
タ
に
不
備
が
な

け
れ
ば
﹇
メ
ニ
ュ
ー
﹈
シ
ー
ト
の
提
出

デ
ー
タ
等
出
力
ボ
タ
ン
を
押
し
、
Ｆ
Ｄ
や

Ｃ
Ｄ-

Ｒ
な
ど
の
磁
気
媒
体
に
健
診
結
果

デ
ー
タ
を
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。

　

 

泫 

保
存
さ
れ
た
フ
ァ
イ
ル
名
は
変
更
せ

ず
、
そ
の
ま
ま
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

「Excelデータ作成・チェック
機能」をご活用ください。

僕はメタボキング！
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２
．
被
扶
養
者
へ
の
受
診
券
の
配
付

　

被
扶
養
者
が
利
用
す
る
「
受
診
券
」
は
、

六
月
下
旬
に
学
校
法
人
等
あ
て
に
送
付
し
、

加
入
者
を
経
由
し
て
被
扶
養
者
に
渡
し
て
い

た
だ
く
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
被
扶
養
者
か
ら
「
受
診
券
」

を
受
け
取
っ
て
い
な
い
と
い
う
問
い
合
わ
せ

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。「
受
診
券
」
は
加
入

者
か
ら
被
扶
養
者
へ
確
実
に
受
け
渡
し
て
い

た
だ
く
よ
う
周
知
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

特
定
保
健
指
導　

１
． 

特
定
保
健
指
導
を
利
用
し
や
す
い

職
場
環
境
の
整
備

　

特
定
保
健
指
導
を
利
用
す
る
た
め
の
機
会

の
拡
充
や
実
施
率
の
向
上
は
、
加
入
者
の
健

康
の
保
持
・
増
進
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

対
象
者
が
就
業
時
間
中
に
特
定
保
健
指
導

を
利
用
で
き
る
よ
う
な
職
場
環
境
づ
く
り
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

２
． 

学
校
訪
問
型
の
特
定
保
健
指
導
の

積
極
的
な
利
用

　

対
象
者
の
利
便
を
は
か
る
た
め
、
看
護

師
、
保
健
師
、
管
理
栄
養
士
が
学
校
法
人
等

へ
訪
問
し
、
特
定
保
健
指
導
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
保
健
指
導
機
関
と
契
約
を
し
て
い
ま

す
。

　

希
望
す
る
学
校
法
人
等
は
、
次
の
保
健
指

導
機
関
に
直
接
連
絡
し
、
詳
細
に
つ
い
て
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

⑴　
（
株
）
全
国
訪
問
健
康
指
導
協
会

　

全
国
各
地
に
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し
て
い
ま

す
。
二
十
二
年
度
は
、
保
健
指
導
の
対
象
人

数
が
二
〇
名
以
上
の
学
校
法
人
等
に
訪
問

し
、
個
別
の
保
健
指
導
を
実
施
し
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈

　

☎
０
３
（
５
２
０
９
）
８
５
５
３

　

担
当　

中
前
、
大
川
、
吉
井

﹇
受
付
時
間
﹈

　

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
十
時
〜
十
二
時
、
午
後
二
時
〜
五
時

⑵　

ヘ
ル
ス
ケ
ア
・
コ
ミ
ッ
テ
ィ
ー
（
株
）

　

主
に
埼
玉
県
・
千
葉
県
・
東
京
都
・
神
奈

川
県
に
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
二

十
二
年
度
は
、
保
健
指
導
の
対
象
人
数
が
二

〇
名
以
上
の
学
校
法
人
等
に
訪
問
し
、
個
別

の
保
健
指
導
を
実
施
し
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈

　

☎
０
３
（
３
８
１
５
）
８
４
１
１

　

担
当　

菊
地
、
椚く

ぬ
ぎ

原は
ら

﹇
受
付
時
間
﹈

　

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
九
時
〜
午
後
六
時

　

通
常
、
医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
っ
た
自

己
負
担
が
高
額
に
な
っ
た
場
合
、「
高
額
療

養
費
」「
一
部
負
担
金
払
戻
金
」
又
は
「
家

族
療
養
費
付
加
金
」
が
後
日
学
校
法
人
等
を

経
由
し
て
現
金
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
一
時
的
で
も
窓
口
で
高
額
な
支

払
い
を
す
る
こ
と
は
大
き
な
負
担
と
な
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
七
十
歳
未
満
の
人
が
入
院

し
た
場
合
、「
加
入
者
証
」
と
と
も
に
「
限

度
額
適
用
認
定
証
」を
窓
口
に
提
示
す
る
と
、

「
高
額
療
養
費
」
に
相
当
す
る
部
分
を
私
学

事
業
団
が
医
療
機
関
に
支
払
う
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
受
診
者
は
「
高
額
療
養

費
算
定
基
準
額
」（
自
己
負
担
限
度
額
）
ま

で
を
医
療
機
関
に
支
払
え
ば
よ
い
こ
と
に
な

り
、
窓
口
の
自
己
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

●
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の
交
付
申
請
手
続
き

　
「
限
度
額
適
用
認
定
申
請
書
」
に
所
定
の

事
項
を
記
入
の
う
え
、
学
校
法
人
等
を
経
由

し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
用
紙
は
、

私
学
共
済
事
業
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

な
お
、「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の
提
示

が
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
窓
口
の
自
己
負
担

は
三
割
（
又
は
二
割
）
と
な
り
ま
す
が
、「
高

額
療
養
費
」
は
「
一
部
負
担
金
払
戻
金
」
等

と
と
も
に
学
校
法
人
等
を
経
由
し
て
、
自
動

払
い
で
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
手
続
き
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

●
七
十
歳
以
上
の
人
が
入
院
し
た
と
き

　

七
十
歳
以
上
の
人
が
入
院
し
た
と
き
は

「
高
齢
受
給
者
証
」
で
自
己
負
担
限
度
額
が

確
認
で
き
る
た
め
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

高額療養費算定基準額（自己負担限度額）

上位所得者
（標準給与の月額が53万円以上） 150,000円＋（総医療費－500,000円）×1%

一　　　般  80,100円＋（総医療費－267,000円）×1%

低 所 得 者
（加入者本人が

市区町村民税非課税者）
 35,400円

【一般の事例】
　総医療費300,000円のときの自己負担限度額
　80,100円＋（300,000円－267,000円）×1%＝80,430円
　＊ 「限度額適用認定証」を提示しなかったときの窓口自己負担は90,000円
（3割）となります。

　＊「一部負担金払戻金」等は後日現金で支給されます。

被扶養者に確実に受診券を渡す
よう周知してください。

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の
交
付
申
請

七
十
歳
未
満
の
人
が
入
院
し
た
と
き
に
窓
口
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
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私
学
事
業
団
で
は
、
年
金
や
医
療
を
は
じ

め
共
済
業
務
に
対
し
て
加
入
者
や
事
務
担
当

者
、
年
金
者
の
皆
様
か
ら
の
相
談
を
お
受
け

し
て
い
ま
す
。
相
談
は
直
接
来
所
し
て
い
た

だ
く
ほ
か
、
電
話
又
は
文
書
で
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
体
制

　

共
済
業
務
の
相
談
は
、
共
済
事
業
本
部
の

広
報
相
談
セ
ン
タ
ー
相
談
室
、
各
ガ
ー
デ
ン

パ
レ
ス
（
東
京
・
京
都
を
除
く
）
の
共
済
業

務
課
ほ
か
、
本
事
業
団
が
委
嘱
し
て
い
る
私

学
共
済
相
談
員
（
次
ペ
ー
ジ
参
照
）
が
お
受

け
し
て
い
ま
す
。

▼
相
談
受
け
付
け

月
曜
日
〜
金
曜
日

（
祝
日
及
び
年
末
・
年
始
を
除
く
）

午
前
九
時
〜
午
後
五
時
十
五
分

※
私
学
共
済
相
談
員
は
午
後
一
時
か
ら
四
時

▼
電
話
に
よ
る
相
談

　

休
み
明
け
や
午
前
中
は
電
話
が
大
変
混
雑

し
ま
す
の
で
、
比
較
的
空
い
て
い
る
午
後
に

お
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
文
書
に
よ
る
相
談

　

①
加
入
者
番
号
又
は
年
金
証
書
記
号
番

号
、
②
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、
③
生
年
月
日
、

④
郵
便
番
号
・
住
所
、
⑤
電
話
番
号
を
必
ず

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
正
確
な
回
答
を
行
う
た
め
に
も
、

相
談
内
容
は
で
き
る
だ
け
詳
し
く
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
年
金
の
試
算

　

年
金
の
試
算
は
五
十
歳
以
上
を
対
象
に
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
年
金
の
試
算
を
依
頼
す

る
際
に
は
、
①
加
入
者
番
号
、
②
氏
名
（
フ

リ
ガ
ナ
）、
③
生
年
月
日
を
記
入
し
た
文
書
、

又
は
来
所
に
よ
り
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※ 

試
算
を
依
頼
す
る
場
合
の
書
式
の
見
本

は
、
私
学
共
済
事
業
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
年

金
コ
ー
ナ
ー
「
年
金
見
込
額
の
試
算
を
申

し
込
む
に
は
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
年
金
の
試
算
は
個
人
情
報
に
関
す
る

内
容
で
す
の
で
、
代
理
人
（
家
族
や
事
務

担
当
者
）
が
依
頼
す
る
場
合
に
は
本
人
の

委
任
状
が
必
要
で
す
。

▼
様
式
用
紙
等
の
請
求

　

様
式
用
紙
等
の
請
求
は
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
請
求
の
際
は
、
①
学

校
名
、
②
学
校
番
号
、
③
郵
便
番
号
・
住
所
、

④
電
話
番
号
、
⑤
担
当
者
名
、
⑥
様
式
用
紙

名
（
様
式
番
号
の
み
は
不
可
）、
⑦
必
要
部

数
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
資
格
取
得
報
告
書
等
一
部
の
様
式

用
紙
等
は
私
学
共
済
事
業
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
「
様
式
用
紙
等
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
」
コ
ー

ナ
ー
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

（http://w
w
w
.shigakukyosai.jp/

）

―
ご
利
用
く
だ
さ
い
―

共
済
業
務
の　

　
　

相
談
窓
口

【共済業務の相談窓口一覧】

相談窓口 電話番号 様式用紙等の請求専用FAX
広報相談センター相談室 03（3813）5321（代表） 03（3813）1081

共
済
業
務
課

札幌ガーデンパレス 011（222）6234（直通） 011（222）6311
仙台ガーデンパレス 022（299）6231（直通） 022（299）6296
名古屋ガーデンパレス 052（957）1388（直通） 052（957）1387
大阪ガーデンパレス 06（6393）9701（直通） 06（6393）9728
広島ガーデンパレス 082（262）1134（直通） 082（262）1149
福岡ガーデンパレス 092（752）0651（直通） 092（713）3581

私学共済相談員（年金試算を除く） 次ページを参照してください

私
学
事
業
団
へ
の

　
　

お
問
い
合
わ
せ
の
際
に
は

　

お
問
い
合
わ
せ
の
内
容
に
よ
っ
て

は
、
加
入
者
番
号
を
伺
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
加
入
者
証
等
で
加
入
者
番
号
を

確
認
の
う
え
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※ 

加
入
者
番
号
が
分
か
ら
な
い
場
合

は
、
学
校
名
、
氏
名
・
生
年
月
日
な

ど
か
ら
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
お
時
間
を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
年
金
請
求
方
法
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
の
際
に
は
、
他
の
公
的

年
金
制
度
の
加
入
履
歴
等
を
お
手
元
に

置
い
て
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

私
学
共
済
事
業
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
」「
年
金
コ
ー

ナ
ー
」
も
あ
わ
せ
て
活
用
し
て
く
だ
さ

い
。
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共
済
業
務

私学共済相談員一覧 相談日／月曜日～金曜日　午後１時～４時

　事務担当者の相談窓口として相談員制度を設けています。事務手続きなどについてお気軽にご相談ください。

県　名 氏　名 所属学校等 学校所在地 電話番号

青　森 長
お さ な い

内 弘
ひ ろ み つ

光 弘前学院本部 〒036-8577　弘前市稔町13-1 0172（36）5224

山　形 小
お ざ ま

座間瑠
る み こ

美子 山形学院高等学校 〒990-0039　山形市香澄町3-10-8 023（641）4116

福　島 佐
さ と う

藤 二
じ ろ う

郎 桜の聖母短期大学 〒960-8112　福島市花園町3-6 024（531）6805

群　馬 田
た し ろ

代 文
ぶ ん え

衛 樹徳高等学校 〒376-0023　桐生市錦町1-1-20 0277（45）2258

新　潟 真
し ん ぼ

保 　 稔
みのる

新潟経営大学 〒959-1321　加茂市希望ヶ丘2909-2 0256（53）3000

富　山 須
す 　 だ

田 悦
え つ ぞ う

三 高朋高等学校 〒931-8452　富山市東富山寿町1-1-39 076（437）9950

石　川 安
あ 　 べ

部 玲
れ い こ

子 北陸学院法人本部 〒920-1396　金沢市三小牛町イ-11 076（280）3858

山　梨 早
はやかわ

川 由
ゆ  み  こ

美 子 東海大学甲府高等学校 〒400-0063　甲府市金竹町1-1 055（227）1111

長　野 丸
ま る や ま

山 正
ま さ き

樹 松本秀峰中等教育学校 〒390-0813　松本市埋橋2-1-1 0263（31）8311

岐　阜 髙
た か い

井 俊
と し き

樹 美濃加茂高等学校 〒505-0027　美濃加茂市本郷町7-6-60 0574（26）7181

滋　賀 井
い の う え

上 清
き よ ひ さ

久 滋賀短期大学 〒520-0803　大津市竜が丘24-4 077（524）3605

奈　良 湯
ゆ た に

谷 明
あ き お

生 帝塚山大学 〒631-0034　奈良市学園南3-1-3 0742（43）4433

和歌山 西
に し お か

岡 幸
ゆ き お

男 開智高等学校 〒640-8481　和歌山市直川113-2 073（461）8080

鳥　取 岡
お か も と

本 知
と も み

巳 米子北高等学校 〒683-0804　米子市米原6-14-1 0859（22）9371

島　根 竹
た け う ち

内 利
と し ゆ き

幸 出雲北陵高等学校 〒693-0073　出雲市西林木町3 0853（21）1871

山　口 岡
お か も と

本 　 朗
あきら

山口県鴻城高等学校 〒754-0002　山口市小郡下郷258-2 083（972）0307

香　川 八
や 　 ぎ

木 美
み  さ  こ

佐 子 英明高等学校 〒760-0006　高松市亀岡町1-10 087（833）3737

佐　賀 前
ま え だ

田 昭
あ き と し

俊 佐賀学園高等学校 〒840-0801　佐賀市駅前中央2-9-10 0952（30）4281

長　崎 本
も と お か

岡 吉
よ し ひ こ

彦 長崎国際大学 〒859-3243　佐世保市ハウステンボス町2825-7 0956（27）0666

熊　本 青
あ お き

木 周
し ゅ う じ

二 熊本中央高等学校 〒860-0077　熊本市内坪井町4-8 096（354）2333

宮　崎 中
な か や ま

山 清
き よ の ぶ

信 宮崎日本大学高等学校 〒880-0121　宮崎市島之内6822-2 0985（39）1121

鹿児島 藤
ふじさき

崎 久
く み こ

美 子 川島学園本部 〒891-0101　鹿児島市五ヶ別府町3591-3 099（286）1515



標準給与基礎届書の提出はお済みですか

　平成22年の「標準給与基礎届書」の提出期限は７月
10日です。未提出の場合は、至急提出してください。

平成22年度　都道府県事務委嘱者並びに
事務担当者協議会を開催しました

　７月８日東京ガーデンパレスにおいて、文部科学省及
び各都道府県私学主管課から出席をいただき、都道府県
事務委嘱者並びに事務担当者協議会を開催しました。
【平成22年度議題】
・私学事業団（共済事業）の現況について
・都道府県補助金について
・私学事業団（共済事業）からの業務連絡等について
・特定健康診査及び特定保健指導について

無効の加入者証回収と返納のお願い

　加入者（任意継続加入者）の資格喪失及び被扶養者の
取り消しに伴い、無効となった加入者証等は必ず返納し
てください。
① 　加入者証等を紛失し、返納できないときは、「加入
者証返納不能届書」を提出してください。

② 　被扶養者取り消し後に新しい加入者証等を受理した
ときは、直ちに「差し替えによる加入者証返納理由書
（２）」に旧加入者証等を添付し、返納してください。
③ 　加入者等が後期高齢者医療制度に加入した後は、私
学事業団の加入者証等は使用できませんので、返納し
てください。

平成22年版「事務の手引」の訂正

　平成22年版「事務の手引」の年金の支給停止等及び給
付の支払いの中で、在職中の退職共済年金と障害共済年
金の計算式に誤りがありました。
　下記のとおり訂正させていただきます。
624ページ　2）計算式（2）②
633ページ　2）計算式（2）②
　誤「－48万円」→ 正「－47万円」

私学事業団の名をかたった
「振り込め詐欺」にご注意ください

　この度、私学事業団広報相談センターの名をかたり、
学校法人等あてに年会費を請求する内容の郵便物が送付
されたという情報が寄せられました。
　本事業団では、年会費を徴収することはありませんの
で十分ご注意ください。
　また、このような不審な郵便物、電話などがありまし
たら、本事業団へ連絡をお願いします。
　今回は、ただちに情報提供をいただいたことを受け、
警察において対応しましたので、被害はありませんでし
た。もし誤って振り込んでしまった場合は、最寄りの警
察署にご相談くださいますようお願いします。

　加入者向広報「レター」９月号と、積立貯金のパン
フレットを８月下旬に学校法人等あてに送付します。

　共済事業本部の代表電話がつながりにくい状態に
なっており、ご迷惑をおかけしております。特に、
月曜日や午前中は電話が大変混雑しておりますので、
ご了承ください。

共済業務

〒113 - 8441　文京区湯島1-7-5

☎03（3813）5321（代表）
ご照会の際には、学校番号、加入者番号を
お手元にご用意くださるよう、お願いします。
http://www.shigakukyosai.jp/

共済業務

２日（月）
掛金  ６月分納期限
貸付  送金

６日（金） 貸付  ７月分定期償還期限

10日（火） 貯金  払込期限（必着）

13日（金） 貸付  ９月２日送金申し込み・任意償還申出締め切り

20日（金） 貯金  送金

23日（月） 貸付  送金

25日（水）
貯金  払戻・解約請求締め切り
積立共済年金  脱退申出等締め切り

30日（月）
掛金  ７月分口座振替（自振校のみ）
貸付  ８月分定期償還口座振替（自振校のみ）

31日（火）
掛金  ７月分納期限
貸付  ９月22日送金申し込み締め切り

２日（木） 貸付  送金

６日（月） 貸付  ８月分定期償還期限

10日（金） 貯金  払込期限（必着）

15日（水） 貸付  10月４日送金申し込み・任意償還申出締め切り

　　　　月の共済業務スケジュール　　　　月の共済業務スケジュール８８

　　　　月の共済業務スケジュール　　　　月の共済業務スケジュール９９
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私学事業団ホームページ　http://www.shigaku.go.jp/
（「月報私学」はホームページにも掲載しています）



平成21年度版「今日の私学財政」を送付します

　平成21年度学校法人基礎調査、学校法人等基礎調査に
ご協力いただいた該当する部門を設置する学校法人等を
対象に、平成21年度版「今日の私学財政」（幼稚園・特
別支援学校編、専修学校・各種学校編）を８月中旬に送
付いたします。
　今後の学校経営の中で財務分析や財政運営の参考とし
てご活用ください。

「私学情報資料室」のご案内

　本事業団九段事務所１階の「私学情報資料室」では大
学、短期大学法人等の規程集、自己点検・評価報告書、
学校案内など私立学校の図書資料を収集整理し、私学関
係者の閲覧利用に供しています。
　規程集については、調べたい規程を名称により検索す
ることも可能です。制度等の見直しや規程改正をお考え
の際、ぜひご利用ください。
 私学経営情報センター　私学情報室
 ☎03（3230）7842・7843（今日の私学財政担当）
 ☎03（3230）7848・7849（私学情報資料室担当）
 Ｅメール　center@shigaku.go.jp

助成業務の貸付金にかかる償還のご案内
（平成22年９月分）

　助成業務の貸付金にかかる元金・利息の償還について
は、契約締結後に送付しました「償還年次表」、及び後
日送付します「貸付金返済期日のご案内」を参照のうえ、
払込指定期日までに本事業団指定口座に入金してくださ
い。
　払込指定期日を過ぎますと、その翌日から支払日（本
事業団の口座に入金された日）までの期間について、遅
延損害金が発生しますので、ご注意ください。
　償還金の振り込みにあたっては、次の点に留意してく
ださい。
① 「貸付金返済期日のご案内」に同封する「払込依頼書」
を使用し、「電信扱い」にしてください。

② 償還金は、必ず「学校法人単位」で一括して振り込ん
でください（設置学校ごとに分割しての振り込みは、
ご遠慮ください）。

※ 特に９月は約定償還月にあたります。遺漏のないよう
お取り計らいください。
 融資部　融資課
 ☎03（3230）7869～7871
 Ｅメール　yushi@shigaku.go.jp

〒102 - 8145　千代田区富士見1-10-12

☎03（3230）1321（代表）
http://www.shigaku.go.jp/s_home.htm

助成業務

「月報私学」特集記事
　　「魅力あふれる学校づくりを目指して」の記事募集

　私学事業団では、「月報私学」に掲載する記事を募集しています。
表題を「魅力あふれる学校づくりを目指して」として、教学面や経
営面において学校で取り組んでいる様々な改革事例について特集し
ていく予定です。主なテーマは右記のとおりです。
　投稿申込書については、本事業団ホームページの「刊行物」コー
ナー（http://www.shigaku.go.jp/g_kanko.htm）に掲載しています
のでご利用ください。なお、掲載に際しましては、検討のうえ改め
て執筆の依頼をさせていただきます。
　記事を投稿してくださる方、又は執筆者をご紹介してくださる方
をお待ちしています。

 〒102－8145
 千代田区富士見１-10-12
 日本私立学校振興・共済事業団　企画室
 ☎03（3230）7810・7811
 Eメール　kikaku@shigaku.go.jp

高等教育及び初等中等教育編
①地域に根ざした取り組み
②大学・大学院教育の質向上への取り組み
③他大学（校）との連携
④効果的なＦＤ・ＳＤへの取り組み
⑤情報公開への取り組み
⑥財政改革・財政運営
⑦理事長・学（校）長のリーダーシップについて
⑧世界を舞台に活躍する人材養成への取り組み
　など

専門教育及び幼児教育編
①職業教育への取り組み
②情操教育への取り組み
③幼保一元化への取り組み　など

テーマ
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月報私学　8月号（VOL．152）平成22年8月1日発行
編集・発行　日本私立学校振興・共済事業団　〒102-8145　東京都千代田区富士見1-10-12　☎03（3230）7810・7811（企画室）

（禁無断転載） 

宿泊施設のご案内宿泊施設のご案内

融資事業のご案内融資事業のご案内

月今 の 表 紙

インターネットで宿泊予約ができます。
http://www.shigakukyosai.jp/

16

ご相談はお早目にどうぞ!! 問い合わせ先
（私学振興事業本部）

融資部　融資課　☎03（3230）7862～7867
Ｅメール yushi＠shigaku.go.jp

平成22年度融資のご相談お待ちしています！
　本年度も私立学校の施設・設備の整備を支援する、固定金利で長期の事業団融資をご活用ください。
平成22年度融資事業計画

融資費目 対象となる事業内容 22年度
計画額

融資金利（平成22年7月14日現在）
20年以内

（うち据置2年）
10年以内

（据置年数2年以内含む）
百万円 ％ ％

一般施設費

①校（園）舎、体育館、講堂等の建築事業
②校地等買収、造成事業

47,700

1.7

1.0
③私立大学戦略的研究基盤形成支援事業に選定された事業にかかる施設の整備事業 1.4
④次世代型学校施設の整備事業 1.5
⑤温暖化対策のための整備事業 1.4
⑥防災（耐震）機能強化の改修事業 1.4

特別施設費 ①寄宿舎、国際交流会館、附属病院等の建築、用地買収事業 40,100 1.8 1.1②障がい者の利便をはかるために校舎等を改修する事業 1.4
災害復旧費 風水害、地震等による災害復旧事業 100 1.0 ー
公害対策費 騒音、アスベスト等の公害防止対策のための施設整備事業 100 1.4 ー

教育環境
整備費

①机、椅子、図書等の校教具の購入　※対象学校は幼稚園、特別支援学校、専修学校

2,000

0.6 5年6か月以内
（うち据置6か月）

② 実験・実習用機器、通園バス等１個又は１組の価格が500万円以上の機器
備品・装置、車両等の購入 1.0 10年以内

（うち据置2年）③「私立大学研究設備整備費等補助金」等の補助対象設備・備品
④過疎地の高等学校の経営に必要な資金 0.7

⑤経営困難校を支援する法人が一時的に要する資金 0.6 5年6か月以内
（うち据置6か月）

※融資金利は毎月の金利情勢により変更することがあります。

千葉科学大学は、最新鋭の設備が整った環境で「健康・安全・安心」という時代のキーワードを学ぶことができます。「人の命
を救いたい」「災害や事故などあらゆるリスク・危機から人々を守りたい」その思いに応えた学科・コースが充実しています。

千葉科学大学

京都ガーデンパレスの「貴船川床・夕涼みプラン」

〒602‒0912　京都市上京区烏丸通り下長者町上ル龍前町605番地
☎075（411）0111　（ＪＲ「京都」駅から地下鉄烏丸線で「丸太町」駅下車、徒歩８分）
http://www.hotelgp-kyoto.com

●平成22年9月30日まで（8月16日は除きます）のプランです。
● ホテル発18：00　→　貴船川床で夕食　→ホテル着21：00頃（マ
イクロバスで送迎有）
● チェックインは17：30までにお願いします。キャンセル・変更は前
日の15：00までとなります。
● 雨天・増水時は、川床ではなく、現地施設内でのお食事となります。
ご了承ください。

2名1室　1名様　　16,980円16,980円
3名1室　1名様　　15,980円15,980円

貴船川床での夕食付　
１泊２食

京都ガーデンパレス（外観） 夕食（イメージ） 貴船川床
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